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要要要要    旨旨旨旨 

 

 

 日本の高齢化率はまもなく 25％を越え、国民の 4人にひとりが高齢者となる時代を迎える。

高齢期を心身ともに健康に過ごせるかどうかは、個人としてだけでなく社会としても重要な課

題となっている。高齢者の健康を左右する因子のひとつとして、余暇活動への参加が指摘され

ており、身体、心理、社会的に様々な効用が確認されている。 

 園芸は男女共に高齢期に最も好まれている余暇活動のひとつであり、日本人の生活に根ざし

た文化でもある。また、植物（生命）を育てる過程に携わるということから、他の余暇活動に

はない様々な心理的効果をもたらすことが期待されている。 

 そこで、園芸活動に深く携わっている高齢者の心理的特徴を明らかにし、園芸活動が心の健

康に及ぼす役割、特に幸福感や孤独感との関わりを探るため、老人クラブに所属する高齢者を

対象に社会調査研究を行った。 

 まず、「園芸活動に深く携わっている高齢者ほど幸福感が高く、孤独感が低い」という仮説

を立て、その検証を行なうこととした。そのために、2 因子 26 項目からなる「植物との心理

的関わり」尺度を新たに作成し、幸福感（改訂 PGCモラール・スケール）、及び孤独感（AOK

孤独感尺度）との関連を調べた。その結果、植物との心理的関わりが深いほど幸福感が高く、

孤独感が低い傾向があることが示された。特に、「植物との心理的関わり」尺度の因子１と幸

福感との間には、弱い相関関係(r(436)=.210、p<.001)が認められた。因子１の質問項目に含ま

れている心理的要素から判断すると、植物との関わりに伴う安心感、植物に寄せる愛着感、植

物を心の支えとし植物に感謝する気持ちが、幸福感を高めたり孤独感を軽減させることと関連

が深いと考えられた。幸福感、孤独感を説明する因子として友人・知人の数、経済的満足度、

及び主観的健康度が想定されたが、重回帰分析の結果、これらの因子からの影響を加味した上

においても、「植物との心理的関わり」が心理的健康の有意な説明要因であることが示された。 

 次に、「なぜ園芸活動が心理的健康に良いのか」という疑問に答えるため、園芸活動を行う

目的（どのような効果を期待しているか）と、活動時や活動後に実際に感じている心理的効用

（どのようなポジティブ感情を得ているか）について調査した。調査結果の解析においては、

園芸活動とその他の特定の余暇活動（ゲートボール、カラオケ、踊りなど）との比較を行なう

ことで、園芸活動を行っている高齢者の心理的特徴を探った。その結果、活動目的についてみ

ると、園芸の特徴としては「身体の健康に良い」の比率が高く、他の活動との相対値としても

最も高かった。ポジティブ感情についてみると、園芸を含めて多くの余暇活動において「喜び」

が最も高い割合を占めていたが、園芸の特徴として挙げられたのは他の活動と比較して「安ら

ぎ」の割合が高という点であった。こうした心理的特徴は、園芸活動が高齢者の心理的健康度

を高める方向へ促す理由のひとつであると考えられた。 
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